
基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和4年度～令和5年度 会計種類 一般会計

総事業費 10,630 千円
（うち市予算化分）

事業目的

農業振興地域の整備に関する法律第12条の２及び第13条により農業
振興地域整備計画に関する基礎調査及び農業振興地域整備計画の
変更に伴う業務を行うことで、農業の健全な発展を図るとともに、資源
の合理的な利用に寄与する。

事業主体 糸島市

実施方法 一部委託

事業内容

基礎調査（農用地区域状況図等作成）（委託）
農用地利用計画図作成（委託）
農家等アンケート（市実施）1,523戸対象

進捗状況
・

現状

糸島市農業振興地域整備計画書（平成
28年1月策定）
概ね5年ごとに基礎調査を実施する必要
があり、基礎調査の結果を基に計画を変
更する必要がある。

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

10,630

千円 千円
326

受益者の考えている価値

地方債

事業費（A）
5,153 5,477

一般財源（a）
5,153 5,477

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

主な事業費内訳
委託料
アンケート郵送料
報酬、旅費等

委託料
報酬等、旅費等

―

従事職員数(人) 1 1 平均人件費

人件費（B） 8,700 8,700 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 13,853 14,177 総コスト 計

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課農業振興地域整備計画策定事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

基礎調査を踏まえた計画の策定
（件）

1 - 1
活動
指標

受益者

農業者

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚金額

効率的かつ安定的な農業経営

28,030

62.1

8,700

10,630

10,630

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

所得向上

89,220

5.9

8,700

84,000

84,000

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課農業経営持続化支援事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

補助受給者（延経営体） 0 56 168
活動
指標

受益者

農業者

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 29,740 29,740 29,740 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

事業費（A）
28,000 28,000 28,000

一般財源（a）
28,000 28,000 28,000

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

84,000

千円 千円
326

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 令和３年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 84,000 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　本市の持続的農業経営の安定化のために、農業者が生産基盤の拡
大、効率化、省力化、品質の向上及び生産性の向上を図るうえで、経
営改善やスマート農業等に積極的に取組み、これらに必要となる農業
用施設の整備、農機具等の導入経費及び調査研究に係る経費の一
部を助成するもの。

事業主体 販売農家

実施方法 補助

事業内容

　販売農家に対する、スマート農業等に係る農業用機械購入や施設整備等に係る費用の支援や調査
研究等に係る費用の支援。　成果指標は、事業実施の翌年度に把握予定。
【補助対象者】　農産物を販売し所得向上等を目標とする農業者・団体
【補助対象】　A:経営改善事業　①農業用機械購入(新品・中古)、②農業用施設整備・改修
　　　　B：スマート農業推進事業　①農業用機械購入(新品のみ)、②農業用施設整備・改良
　　　　C：調査研究事業　①農業の諸問題を解決するための調査研究（食糧費を除く）
【補助率】　A：経営改善事業　①②1/2以内（上限50万円、中古・改修：上限30万円）
　　　　B：スマート農業推進事業　①農業用機械購入(新品のみ)、②農業用施設整備・改良
　　　　　　①②1/2以内（上限100万円）
　　　　C：1/2以内（上限50万円）

進捗状況
・

現状

【参考】
担い手農家支援事業　実績
H30:65件　23,391千円
R 1:62件　20,901千円
R 2見込み:77件　22,561千円
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和２年度～令和６年度 会計種類 一般会計

総事業費 221,600 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　農業の多面的機能の維持・発揮のため、中山間地域等の条件不利
地域（傾斜地等）と平地とのコスト差（生産費の差額相当分）を支援す
る。

事業主体 農業者団体（集落組織）

実施方法 補助

事業内容

集落協定を締結した対象農地における農業生産の維持活動に対し、傾斜（緩
急）等に応じた直接支払交付金を交付する。
　第5期対策より棚田地域振興法に基づく地域指定により、18集落全てが通常
地域になり、指定棚田地域振興活動加算が追加された。
　交付単価：3,000～21,000円/10ａ
　負担割合：国1/2、県1/4、市1/4

進捗状況
・

現状

　農地の公益的機能維持を図るとともに
耕作放棄地の増大を抑制し、条件が不
利な中山間地域の農業振興に寄与して
いる。
※第1期対策：Ｈ12～16
　 第2期対策：Ｈ17～21
　 第3期対策：Ｈ22～26
 　第4期対策：Ｈ27～R1
 　第5期対策：R2～6

令和3年度 令和4年度 令和5年度

21,000 21,000 21,000

県支出金
11,000 11,000 11,000

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

221,600

248,000 千円 248,000 千円
326

受益者の考えている価値

33,000

地方債

事業費（A）
43,000 43,000 43,000

一般財源（a）
11,000 11,000

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
11,000

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.3 0.3 0.3 平均人件費

中山間地域等直接支払交付金 50%

人件費（B） 2,610 2,610 2,610 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 45,610 45,610 45,610 総コスト 計

施策政策

県支出金 中山間地域等直接支払交付金 中山間地域等直接支払交付金等交付要綱 25%

地方債

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 中山間地域等直接支払交付金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課中山間地域等直接支払事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

集落協定の締結数（件） 18 18 18
活動
指標

受益者

農業者

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚金額

経営の安定

136,830

5.7

8,700

129,000

22,000

11,000

63,000

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ

98



基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

所得向上

112,680

6.9

8,700

104,850

34,950

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課水田農業担い手機械導入支援事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

新規事業実施主体数（件） 0 5 15
活動
指標

受益者

農業者

施策政策

県支出金 福岡県農業振興対策事業費補助金 福岡県農業振興対策事業費補助金交付要綱 1/3以内

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 2,610 2,610 2,610 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 37,560 37,560 37,560 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.3 0.3 0.3 平均人件費

事業費（A）
34,950 34,950 34,950

一般財源（a）
11,650 11,650 11,650

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

69,900

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

104,850

104,850 千円 104,850 千円
726

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
23,300 23,300 23,300

事業期間 令和3年度～令和5年度 会計種類 一般会計

総事業費 104,850 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　売れる米・麦・大豆づくりと併せ、生産コストの低減に積極的に取り組
む担い手を育成するとともに、地域農業の担い手としてその経営の安
定を図る。

事業主体 認定農業者、集落営農組織

実施方法 補助

事業内容

　米・麦・大豆の生産の集積に対応できるよう、作業の省力化を図るため、高性
能農業機械の導入経費に対する補助する。
　補助率：1/2以内
　財源：県費1/3以内＋市費1/6以上
　※福岡県では、３か年度（Ｒ元年度～Ｒ3年度）を１期として、補助制度（補助
金交付要綱等）の見直しが行われる。

進捗状況
・

現状

H25実績　５経営体
H26実績　５経営体
H27実績　５経営体
H28実績　６経営体
H29実績　４経営体
H30実績　５経営体
Ｒ元実績　４経営体
Ｒ２計画　８経営体
※実績累計58経営体（Ｈ21～Ｒ2）
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和３年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 6,600 千円
（うち市予算化分）

事業目的

耕作放棄地の再生利用を促進するとともに、耕作放棄地の発生を抑
制することにより、食料の生産基盤である農地の有効活用を図る。 事業主体 農業者

実施方法 補助

事業内容

○再生利用活動
　　   定額補助（農振農用地）          5万円/10a
        定額補助（農振農用地以外）　2万円/10a
○作付補助
       種苗代（経過措置）      　　　上限2万円/10a
 
　

進捗状況
・

現状

耕作放棄地の再生面積（単年度）
H25  2.77ha
H26  2.48ha
H27  4.48ha
H28  3.39ha
H29  4.40ha
H30  4.52ha
R1    1.66ha　　　計23.3ha

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

6,600

8,556 千円 8,556 千円
126

受益者の考えている価値

地方債

事業費（A）
2,200 2,200 2,200

一般財源（a）
2,200 2,200

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
2,200

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.3 0.3 0.3 平均人件費

人件費（B） 2,610 2,610 2,610 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 4,810 4,810 4,810 総コスト 計

施策政策

県支出金

地方債

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課耕作放棄地対策事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

耕作放棄地の再生面積（ｈａ） 23.3 31 39
活動
指標

受益者

農業者

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚金額

農業経営基盤の強化
（規模の拡大）

14,430

54.3

8,700

6,600

4,400

2,200

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

ため池の安全性の確保

170,580

3.1

8,700

【78,000】143,360

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課防災重点農業用ため池防災対策推進事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

劣化状況評価（地震・豪雨耐性評
価）

0 30 140
活動
指標

受益者

ため池
下流側住民

施策政策

県支出金
農村地域防災減災事業 農業水路等
長寿命化・防災減災事業補助金

福岡県農業農村整備事業補助金交付要綱 定額

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 56,860 56,860 56,860 総コスト
計

主な事業費内訳
劣化状況評価、
地震・豪雨耐性評価

劣化状況評価、
地震・豪雨耐性評価

劣化状況評価、
地震・豪雨耐性評価

【　】は繰越分

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

事業費（A）
【78,000】33,120 55,120 55,120

一般財源（a）

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

【78,000】143,360

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

357,552

千円 千円
626

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
【78,000】33,120 55,120 55,120

事業期間 令和２年度～令和12年度 会計種類 一般会計

総事業費 357,552 千円
（うち市予算化分）

事業目的

防災重点農業用ため池の決壊による水害その他の災害から市民の生
命及び財産を守るため、防災重点農業用ため池に係る対策等の集中
的かつ計画的な推進を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

決壊時周辺地域に被害を及ぼすおそれがある防災農業用重点ため池が148
箇所存在し、対策を進めるにあたって市の財政やマンパワーに限界があること
から、防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法
を制定し、立法措置により、国の財政的支援や技術的な援助を受けながら、計
画的・効率的に対策を進める。
令和２年度　　　　 推進計画策定（福岡県）
                       劣化状況評価　20箇所、地震・豪雨耐性評価　6箇所
令和３～７年度　  劣化状況評価　　　　　　118箇所
令和３～７年度　  地震・豪雨耐性評価　　  23箇所

進捗状況
・
現状

地震・豪雨耐性評価済　40箇所
　　　　　　　　　　　　　　（内8箇所未判定）
防災工事済（実施中）　 10箇所
劣化状況調査対象箇所　138箇所
地震・豪雨耐性評価対象箇所　33箇所
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和3年度～令和5年度 会計種類 一般会計

総事業費 48,000 千円
（うち市予算化分）

事業目的

１．水路関連施設の老朽化や破損に伴い、地元受益者より修繕や改
良の要望があり、それらの改善を行う。２．農業生産者の高齢化や、近
年の集中豪雨に対し安全に作業が出来るように、板堰の改良を行う。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

①水路改良工事
　農業用水路（側溝等）の整備
②井堰改良工事
　板堰を巻上式やスライド式に変更、落差工部の改修等
③ため池改修工事
　斜樋、底樋、張ブロック等の整備

進捗状況
・

現状

平成27年度　10箇所　　9,451千円
平成28年度　23箇所　18,787千円
平成29年度　21箇所　15,991千円
平成30年度　17箇所　15,812千円
令和元年度　20箇所　15,583千円

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

48,000

48,000 千円 48,000 千円
626

受益者の考えている価値

800 800

地方債

事業費（A）
16,000 16,000 16,000

一般財源（a）
15,200 15,200

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
16,000

主な事業費内訳 工事費 工事費 工事費 ―

従事職員数(人) 0.6 0.6 0.6 平均人件費

人件費（B） 5,220 5,220 5,220 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 21,220 21,220 21,220 総コスト 計

施策政策

県支出金

地方債

その他
分担金
公共施設等総合管理推進基金

糸島市農漁業用施設工事分担金徴収条例
糸島市公共施設等総合管理推進基金条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課農業施設整備市単独事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

整備実施個所累計（箇所） 141 151 171
活動
指標

受益者

農業生産者

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

農業用施設の維持管理労力の
軽減及び効率化

63,660

24.6

8,700

48,000

30,400

17,600

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

農業用施設の維持管理労力の
軽減及び効率化

63,756

24.6

8,700

48,096

17,160

11,736

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課農村環境整備事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

整備実施個所累計（箇所） 42 47 55
活動
指標

受益者

農業生産者

施策政策

県支出金
福岡県農業農村性総合事業
（農村環境整備事業）補助金

福岡県農村農村整備総合事業補助金交付要綱
（平成18年8月1日18農整第666号）

事業費の40%

地方債

その他
分担金
公共施設等総合管理推進基金

糸島市農漁業用施設工事分担金徴収条例
糸島市公共施設等総合管理推進基金条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 5,220 5,220 5,220 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 23,256 20,250 20,250 総コスト 計

主な事業費内訳 工事費 工事費 工事費 ―

従事職員数(人) 0.6 0.6 0.6 平均人件費

事業費（A）
18,036 15,030 15,030

一般財源（a）
8,580 8,580

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
10,836 450 450

19,200

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

89,943

184,012 千円 88,623 千円
626

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
7,200 6,000 6,000

事業期間 平成23年度～令和5年度 会計種類 一般会計

総事業費 202,012 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　農村生活環境改善のために、ため池及び農業用排水路等の整備改
善を行う。 事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

　県単補助事業（補助率4割）による農業用施設（水路、ため池、井堰等）の改
良工事を行う。
　市の負担を軽減するために高額となる工事を対象とする。
・水路改良工事
・井堰改良工事
・ため池改良工事

進捗状況
・

現状

平成28年度　　　18,254千円
　井堰　3ｶ所、水路　3ｶ所
平成29年度　　　14,990千円
　井堰　1ｶ所、水路　3ｶ所
平成30年度　　　10,595千円
　井堰　2ｶ所、水路　1ｶ所
令和元年度　　　10,100千円
　井堰　2ｶ所、水路　1ｶ所
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

農業用施設の維持管理労力の
軽減

4,212

62.0

8,700

1,602

1,602

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課市営土地改良事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

土地改良関連施設の整備実施個
所累計（箇所）

11 12 14
活動
指標

受益者

農業生産者及び地元
維持管理者

施策政策

県支出金 (土地改良施設維持管理適正化事業)
(土地改良施設維持管理適正化事業実施要綱)土地改良連合会より入
金

30%

地方債

その他 分担金 糸島市農漁業施設工事分担金徴収条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 (土地改良施設維持管理適正化事業) (土地改良施設維持管理適正化事業) 30%

人件費（B） 870 870 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 1,548 1,332 1,332 総コスト 計

主な事業費内訳 負担金 負担金 負担金 ―

従事職員数(人) 0.1 0.1 0.1 平均人件費

事業費（A）
678 462 462

一般財源（a）
678 462 462

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

28,115

1,022,255 千円 24,804 千円
626

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 平成24年度～令和７年度 会計種類 一般会計

総事業費 1,032,650 千円
（うち市予算化分）

事業目的

農業用用排水路の改良、ため池の改修、井堰等の修繕について計画
的な整備と維持管理によって、農業生産基盤の安定を図る。 事業主体 糸島市

実施方法 負担金

事業内容

①維持管理適正化事業
　「適正化事業」に加入し、整備補修に必要な費用の一定額を拠出金として5
年間土地改良連合会に拠出する。
　拠出する5年間のうちに事業を実施する。事業実施年度に、国の補助金と県
の補助金をそれぞれ３割ずつ合わせた６割の補助金と交付金（4割の拠出金
額）をうけ、事業を実施する。
令和３年度より拠出　六石井堰（松末）、牟田井堰（小金丸）

進捗状況
・

現状

実施個所
平成27年度　井堰1箇所（浦志）
平成28年度　井堰2箇所（高野､池田）
平成29年度　井堰1箇所（池田）
令和2年度予定　井堰1箇所（池田）
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

農村環境への意識向上と景観
整備

478,695

4.4

8,700

457,815

75,860

37,930

227,550

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚げ金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 549.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課多面的機能支払交付金事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

地域が保全管理する農地割合
（％）

77 78 100
活動
指標

受益者

農業生産者及び地域
住民

施策政策

県支出金 環境保全型農業直接支援対策事業 福岡県多面的機能支払交付金交付要綱 25%

地方債

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市補助金交付規則

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 環境保全型農業直接支援対策事業 環境保全型農業直接支援対策事業 50%

人件費（B） 6,960 6,960 6,960 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 159,565 159,565 159,565 総コスト
計

主な事業費内訳
農地維持活動交付金
共同活動交付金
長寿命化交付金

農地維持活動交付金
共同活動交付金
長寿命化交付金

農地維持活動交付金
共同活動交付金
長寿命化交付金

―

従事職員数(人) 0.8 0.8 0.8 平均人件費

事業費（A）
152,605 152,605 152,605

一般財源（a）
37,930 37,930

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
37,930

116,475

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

457,815

454,983 千円 454,983 千円
626

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

75,850 75,850 75,850

県支出金
38,825 38,825 38,825

事業期間 令和3年度～令和5年度 会計種類 一般会計

総事業費 457,815 千円
（うち市予算化分）

事業目的

近年の農業は、農村の高齢化や混住化が進行し、農地や農業用排水
等の資源をこれまでのように地域で適切に保全管理していくことが困
難になってきている。そこで、地域住民が一体となって農地や農業用
水路等の資源を保全管理していくための組織を設置し、資源の保全活
動を支援する。

事業主体 糸島市

実施方法 補助

事業内容

国、県、市負担金を合わせ、市から保全活動に係る事業費として各組織へ交付金を支払
う。
【共同活動支援事業】　81組織
地域共同による農地・農業用水等の施設の保全管理（水路の泥上げや農道の路面維持
等）と農村環境の保全向上（生物多様性保全・景観形成等）の活動を支援する。
【長寿命化活動支援交付金】　6組織
老朽化が進む農地周りの水路施設等の長寿命化の取組みや、水質・土壌等の高度な農
地・水の保全活動への支援を行う（農業用施設の改修を外部発注できる）  負担割合：国
50％　県25％　市25％

進捗状況
・
現状

H28　前原40志摩23二丈17  80団体
H29　前原40志摩23二丈15  78団体
R1　  前原42志摩23二丈15  80団体
R2　  前原42志摩24二丈15  81団体
共同活動(農地維持分）面積
　　　　田：　2,840ha 　畑：   386ha
長寿命化活動面]積
　　　　田：　　491ha　 畑：　　70ha
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

森林施業時間の短縮

地方財政法 （充当率90％）

28,725

3.0

8,700

27,855
(127,600)

6,855

(127,600)

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 8,000t 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課広域基幹林道開設事業（地方創生道整備交付金）事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

開設延長（ｍ） 19,001 19,181 19,181
活動
指標

受益者

林業従事者

施策政策

県支出金
福岡県林道事業補助金
委託金

福岡県林道事業補助金等交付要綱
受託事業（立木補償）

40%
100%

地方債
地域活性化事業債
公共事業等債

30%
22.2%

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 28,725 総コスト 計

主な事業費内訳
負担金、測量委託費、公有
財産購入費、補償費

―

従事職員数(人) 0.1 平均人件費

事業費（A）
(127,600)

27,855

一般財源（a）

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
6,855

3,800

地方債
17,200 17,200

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

6,542,470

6,414,870 千円 641,487 千円
236

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
(127,600)

3,800

事業期間 平成５年度～令和 ３年度 会計種類 一般会計

総事業費 6,542,470 千円
（うち市予算化分）

事業目的

森林の保全並びに林業施業の省力化を図るため、広域基幹林道を軸
とした林道のネットワーク化を推進する。 事業主体 福岡県

実施方法 負担金

事業内容

・県営広域基幹林道整備事業に対する負担金（事業費の１０％）
・用地購入は県費補助事業として市が行う。（補助率は４０％）
・立木補償費は県からの受託事業で市が行う。（全額県事業費）
◎第３雷山浮嶽線　総延長　Ｌ＝19,181.0ｍ
　　令和２年度以降残延長　Ｌ＝1,090.0ｍ

進捗状況
・

現状

平成17年度に計画期間を5年間伸ばし平成27年度ま
でとした。しかしながら、豪雨による法面崩壊が頻繁
に発生し、復旧に時間と経費を要し、残工事区間に
ついても、急峻な地形が続き工事が容易でないことか
ら、平成27年度の完成が見込めないため、平成30年
度まで期間を延長した。また、平成30年7月及び令和
元年8月豪雨災害により、令和２年度の完成が見込め
ず、林道災害復旧工事の実施に伴い事業計画期間
を令和３年度まで延長した。・29年度実績L=180.0
ｍ、・30年度実績L= 0ｍ、Ｒ元年度 Ｌ＝120.0ｍ、令和
2年度Ｌ＝910.0ｍ（予定）
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 平成21年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 90,100 千円
（うち市予算化分）

事業目的

林道一の原線は、森林施業に多く利用されているが、未舗装部分が半
分あり、降雨後は路面浸食により通行に支障が生じるため、舗装工事
を行う。
本事業は、林道47路線の改良を行う事業であり、令和２年度より林道
真名子線の改良工事を行う。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

『地域再生計画（H20～H24）』で、林道一の原線舗装工事を計画し、Ｈ２１とＨ
２２に工事実施し、H23とH24は工事休止。
H25はH24補正予算（道整備交付金）により４９９ｍの整備を実施。
H26年度より県単独事業により整備を１,７８２ｍ実施
路線延長Ｌ＝６，１０８ｍの内、未舗装区間 L=２,１５２ｍある。
その内 Ｌ＝１,７８２ｍの舗装工事を県単独林道事業により実施する。
令和３年度　林道一の原改良工事を行う。
令和４年度～　林道真名子線の改良工事及び舗装工事を行う。
　負担割合　県　４／１０　　市　６／１０

進捗状況
・

現状

(道整備交付金事業)
H21～H22　935m舗装済、H25　L=499m
（県単独事業）　・H26　L=520m、
H27　L=296m、 H28　L=419m、
H29　L=297m、 H30 0m
 R元   L=25９ｍ（舗装）、R2　０ｍ（予定）
 R３　　L=75ｍ（改良）（予定）
真名子線 R4（改良）、Ｒ5（舗装）

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
3,400 2,000 2,000

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

90,100

80,100 千円 80,100 千円
236

受益者の考えている価値

7,400

地方債
4,500 2,700 2,700 9,900

事業費（A）
9,000 5,500 5,500

一般財源（a）
800 800

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
1,100

主な事業費内訳 改良工事 改良工事 舗装工事 ―

従事職員数(人) 0.15 0.15 0.15 平均人件費

人件費（B） 1,305 1,305 1,305 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 10,305 6,805 6,805 総コスト 計

施策政策

県支出金 福岡県林道事業補助金 福岡県林道事業補助金等交付要綱 40%

地方債 地域活性化事業債 30%

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課林道改良事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

舗装済延長（ｍ） 1,791 1,866 1,866
活動
指標

受益者

林業従事者

8,000t 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

森林施業時間の短縮

地方財政法 （充当率90％）

23,915

16.4

8,700

20,000

1,600

1,100

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

間伐材、端材の流通による森
林整備の促進

38,220

13.7

8,700

33,000

7,200

25,800

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ 8,000t 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円漁業1経営体当たりの水揚げ金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課森林再生プロジェクト事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

貯木場での間伐材等取扱量（t／
年）

5,718 8,000 12,000
活動
指標

受益者

山所有者
林業従事者

施策政策

県支出金

地方債

その他
水源保全基金繰入金
ふるさと応援基金繰入金

糸島市水源保全基金条例
糸島市ふるさと応援基金条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 12,740 12,740 12,740 総コスト 計

主な事業費内訳
貯木場賃料、間伐材等搬出
補助金

貯木場賃料、間伐材等搬
出補助金

貯木場賃料、間伐材等
搬出補助金

―

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

事業費（A）
11,000 11,000 11,000

一般財源（a）
3,600 3,600

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
11,000 7,400 7,400

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

111,960

72,120 千円 72,120 千円
236

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 平成25年度 ～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 111,960 千円
（うち市予算化分）

事業目的

主伐や間伐による木材の搬出・集荷・供給のしくみの構築及び植林・
育林・除伐・間伐・主伐の森林施業サイクルの復活により、働く場の確
保と林業従事者の所得向上を図り、林業振興と森林保全に寄与する。

事業主体 糸島市

実施方法 一部委託

事業内容

①貯木場『伊都山燦』の運営
②間伐材等搬出補助金の交付
③地産材活用推進
④広域基幹林道沿線土地活用
⑤市有林の計画的整備

進捗状況
・

現状

①H25.10より貯木場の運営開始
②H30 1,572.5t 3,145千円
③H25.4より1名雇用、Ｈ29.4より業務委託
④H25展望所2箇所設置、H26,27展望所整備
(白糸)、 H28,29展望所整備(王丸)
⑤H25より森林経営計画を実施
　※貯木場『伊都山燦』
　　木材集荷量 　H30　11,566.82㎥
　　　　　　　　　　　Ｒ元　　5,717.76㎥
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 平成26年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 130,647 千円
（うち市予算化分）

事業目的

間伐材の有効活用による森林保全を実行するため、木材輸送機能を
強化する林業専用道を整備し、効率的な木材の搬出を促進し林業生
産性の向上を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

①林業専用道作設について地域への周知と合意形成を図る
②路網計画
③路線設計　車道幅員3.0ｍ、砂利道
④作設工事　L＝1,600ｍ（全長）
   令和２年度（繰越）　Ｌ＝300ｍ（計画）

進捗状況
・

現状

市内には47路線約125㎞の林道を開設し
ている。これは骨格部分であり、林道と森
林をつなぐ補助道路がなく、間伐材の搬
出が困難な森林が多い。
平成30年度 作設工事 L＝200ｍ、詳細
設計、令和元年度　作設工事 L＝300
ｍ、令和元年度（繰越）作設工事 L＝520
ｍ（予定）

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
【12,000】 7,700 2,550

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

130,647

140,977 千円 140,977 千円
236

受益者の考えている価値

【12,000】10,250

地方債
【12,000】 6,900 2,200 【12,000】9,100

事業費（A）
【24,500】141 16,041 5,741

一般財源（a）
1,441 991

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
【500】141

主な事業費内訳
作設工事
設計審査、事業ヒアリング
（林野庁）

作設工事
設計審査、事業ヒアリン
グ（林野庁）

作設工事
設計審査、事業ヒアリ
ング（林野庁）

【　】は繰越分

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

人件費（B） 1,740 1,740 1,740
人件費割合

(%)

総コスト（A＋B） 26,381 17,781 7,481 総コスト
計

施策政策

県支出金 林業専用道等整備事業補助金 森林環境保全整備事業

地方債
【防災・減災・国土強靭化緊急対策事
業債（補正）】
公共事業等債

【50%】
22％

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課林業専用道整備事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

林業専用道の開設（ｍ） 1,020 1,320 1,600
活動
指標

受益者

森林整備施業者

8,000t 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

林道整備による木材輸送の効
率化

地方財政法
【充当率100％】
（充当率90％）

51,643

10.1

8,700

【24,500】21,923

2,432

【500】 141

合計

（単位：千円）

653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和４年度～令和７年度 会計種類 一般会計

総事業費 203,300 千円
（うち市予算化分）

事業目的

荒天時（特に南風）には、波浪の侵入が激しく、漁船の避難場所が不
足する状況で、漁船の安全が確保できていない。これら課題を解消す
るため、南防波堤及び東防波堤に消波ブロックを設置する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

姫島漁港南、東防波堤消波ブロック設置工事

令和４年度　南防波堤L=20m、東防波堤L=50m　測量・設計
令和５年度　南防波堤L=10m　消波ブロック製作・据付
令和６年度　南防波堤L=10m　消波ブロック製作・据付
令和７年度　東防波堤L=50m　消波ブロック製作・据付

進捗状況
・

現状

平成30年度～令和元年度
　中央岸壁（-3.0ｍ）新設
　重力式（ﾌﾞﾛｯｸ積）　L=12ｍ

令和3年度 令和4年度 令和5年度

4,200 43,200

県支出金
350 3,600

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

203,300

千円 千円
346

受益者の考えている価値

1,285

3,950

地方債
2,200 21,500 23,700

事業費（A）
7,300 72,500

一般財源（a）
550 2,915

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

主な事業費内訳 測量、設計委託費 工事費 ―

従事職員数(人) 0.1 0.2 平均人件費

漁村再生交付金 60%

人件費（B） 870 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 8,170 74,240 総コスト 計

施策政策

県支出金 農山漁村地域整備交付金 福岡県漁港関係事業費補助金交付要綱 5%

地方債 公共事業等債 50%

その他 受益者分担金 糸島市農漁業用施設工事分担金徴収条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 漁村再生交付金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課漁村再生交付金事業（姫島漁港整備事業）事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

破損する船艇数（件） 2 0 0
活動
指標

受益者

漁業者

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

離島漁業の再生・発展

地方財政法 （充当率90％）

82,410

3.2

8,700

79,800

3,465

1,285

47,400

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 平成29年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 149,600 千円
（うち市予算化分）

事業目的

漁業者等と協働し「水産資源の管理」と「つくり育てる漁業」に資する事
業として、沿岸域での漁獲量の増大と海洋環境の保全をめざし、魚礁
を設置する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

令和３年度　鋼製魚礁　４基設置
令和４年度　鋼製魚礁　４基設置
令和５年度　鋼製魚礁　４基設置

※県が沖合いに設置する大型魚礁からの魚類の誘導や、沿岸域の天然礁や
既設の人工魚礁と連動させて、魚介類が定着しやすいように設置して効果を
上げる。

進捗状況
・

現状

平成30年度　福岡県特定漁港漁場整備
事業計画（計画期間：平成２９年度～令
和５年度）
令和元年度：鋼製魚礁４基設置
令和２ 年度：鋼製魚礁４基設置

令和3年度 令和4年度 令和5年度

13,250 13,250 13,250

県支出金
8,800 8,800 8,800

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

149,600

149,000 千円 149,000 千円
246

受益者の考えている価値

397 397

26,400

地方債
3,800 3,800 3,800 11,400

事業費（A）
30,000 30,000 30,000

一般財源（a）
3,753 3,753 3,753

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
397

主な事業費内訳 魚礁作成・運搬沈設 魚礁作成・運搬沈設 魚礁作成・運搬沈設 ―

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

水産環境整備事業補助金 50%

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 31,740 31,740 31,740 総コスト 計

施策政策

県支出金 魚礁整備事業 福岡県水産基盤整備事業補助金交付要綱等 33%

地方債 公共事業等債 20%

その他 受益者分担金 糸島市農漁業用施設工事分担金徴収条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 水産環境整備事業補助金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課魚礁設置事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

魚礁の設置数（個） 8 4 20
活動
指標

受益者

漁業者及び市民

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

安定した漁獲量の確保及び魚
介類の繁殖保護

地方財政法 （充当率90％）

95,220

5.5

8,700

90,000

11,259

1,191

39,750

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和３年度～令和７年度 会計種類 一般会計

総事業費 35,400 千円
（うち市予算化分）

事業目的

総合戦略の基本目標に掲げる、資源の持続と進化を図るため、水域の
監視や藻場の保全などの活動を支援し、魚介類の産卵や成長を促す
とともに環境の保全と豊かな食を守る。

事業主体
福岡県環境・生態系保全対策地域
協議会

実施方法 補助

事業内容

①水域の監視（監視活動）
②藻場の保全（モニタリング、食害生物の除去、海藻の
　　　　　　　　　種苗投入、母藻の 設置、本事業に対す
　　　　　　　　　る理解を深めるための啓発事業）
しくみ：県地域協議会から糸島磯根漁場保全協議会へ
　　　　 交付金（国費・県費・市補助金）を交付

進捗状況
・

現状

〔令和元年度実績〕
・監視活動　　　２地区で計66回・134名
・モニタリング　 ７地区17回実施
・食害生物の除去 　７地区24回・355人
　　　　　　　　　　　　　8.5万個のウニ駆除
・海藻の種苗投入　２地区 2隻・6人

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
(840) (840) (840)

200 200 200

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

5,200

35,900 千円 5,275 千円
246

受益者の考えている価値

600

地方債

事業費（A）
(6,040) (6,040) (6,040)

1,043 1,043 1,043

一般財源（a）
843 843

財
源
内
訳

国庫支出金
(5,200) (5,200) (5,200)

その他
843

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.05 0.05 0.05 平均人件費

（水産多面的機能発揮対策事業） 定額、１/２以内

人件費（B） 435 435 435 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 1,478 1,478 1,478 総コスト 計

施策政策

県支出金
水産多面的機能発揮対策協議会等
運営事業

水産多面的機能発揮対策事業費交付金交付要綱 定額

地方債

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 （水産多面的機能発揮対策事業）

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課水産多面的機能発揮対策事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

食害生物の駆除数（個） 70,000 75,000 75,000
活動
指標

受益者

漁業者及び市民

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

藻場機能の維持回復

4,434

29.4

8,700

3,129
(18,120)

1,686

843

(2,520)

(15,600)

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

漁労作業の効率化と漁獲物の
鮮度保持

19,736

26.4

8,700

14,516
(43,547)

14,516

(14,516)

(29,031)

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課福岡県水産業振興対策事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

整備した施設（箇所） 26 32 37
活動
指標

受益者

漁業者及び市民

施策政策

県支出金 福岡県水産業振興対策事業 福岡県水産関連事業費補助金交付要綱 50%

地方債

その他 糸島漁業協同組合負担金

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 8,918 6,215 4,603 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

事業費（A）
(21,534) (13,425) (8,588)

7,178 4,475 2,863

一般財源（a）
7,178 4,475 2,863

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
(7,178) (4,475) (2,863)

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

54,463

221,283 千円 52,697 千円
246

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金
(14,356) (8,950) (5,725)

事業期間 平成27年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 228,345 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　作業の効率化、安全性の確保などによる労働環境の改善とコストの
削減による所得の向上を図り、漁業を魅力ある職業への転換を進める
ため共同利用施設を整備する。

事業主体 糸島漁業協同組合

実施方法 補助

事業内容

令和３年度
岐志本所：製氷販売管理装置整備
福吉支所：3ｔ保冷トラック（運搬車） 1台、出荷資材施設　59.62㎡
野北支所：漁船巻揚施設改修
加布里・姫島支所：漁具倉庫改修
令和４年度
深江漁港：1.5t保冷トラック（運搬車） 1台
船越漁港：3t保冷トラック（運搬車） 1台、給油施設改修、漁具倉庫改修
令和５年度
姫島漁港：2ｔ保冷トラック（運搬車） 1台  （他糸島漁協と協議中）

進捗状況
・

現状

〔令和元年度実績〕
　船越：漁港製氷施設改修
〔令和２年度予定〕
　野北：漁具倉庫改修
　岐志：3ｔ保冷トラック（運搬車） 1台
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

漁業収入の増

9,522

5.5

8,700

9,000
(36,000)

9,000

(36,000)

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課水産業振興補助金事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

クルマエビ・アワビ・ウニの陸揚げ金
額（千円）

46,822 48,367 51,504
活動
指標

受益者

漁業者

施策政策

県支出金

地方債

その他 糸島漁業協同組合負担金

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 174 174 174 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 3,174 3,174 3,174 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.02 0.02 0.02 平均人件費

事業費（A）
(12,000) (12,000) (12,000)

3,000 3,000 3,000

一般財源（a）
3,000 3,000 3,000

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
(12,000) (12,000) (12,000)

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

9,000

44,564 千円 9,000 千円
246

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 令和３年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 45,000 千円
（うち市予算化分）

事業目的

年々減少していた沿岸漁業の漁獲量が、つくり育てる漁業に取組んだ
結果、横ばいに転じており、種苗放流はその中心となる事業である。さ
らに事業効果を高めるために、沿岸での定着性が高く、販売価格も高
い種苗を放流する取組に対し、補助金を交付する。

事業主体 糸島漁業協同組合

実施方法 補助

事業内容

　糸島漁業協同組合が長年実施している種苗放流事業に対して補助する。
　
〔種苗の種類〕
　クルマエビ・ガサミ・ヨシエビ・クロアワビ・アカウニ 進捗状況

・
現状

〔令和元年度実績〕
　クルマエビ２５万尾
　ガサミ４万２千尾
　ヨシエビ２５万尾
　クロアワビ８万５千個
　アカウニ４万２千尾
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和２年度～令和６年度 会計種類 一般会計

総事業費 17,720 千円
（うち市予算化分）

事業目的

離島にとって基幹的産業である漁業の再生・発展のため、種苗放流や
魚場の管理・改善などにより地域資源の生産力を向上させるとともに、
離島の特性を活かした水産物の高付加価値化などの実践的な取り組
みを支援する。漁業の再生・発展が現実化することにより、漁家所得が
向上し、後継者不足の対策にもつながる。

事業主体 姫島集落

実施方法 補助

事業内容

①魚場の生産力の向上に関する取組
　・種苗放流、魚場の管理・改善、魚場の監視
②漁業の再生に関する実践的な取組
　・水産物の高付加価値化、流通体制改善、販路拡大等
※具体的取組は、促進計画及び集落協定により明確化する予定である。

進捗状況
・

現状

〔令和元年度実績〕
　令和２年度からの取組みのため実績な
し。
〔令和２年度取組計画〕
　・種苗放流
　・高鮮度保持保冷容器の導入

令和3年度 令和4年度 令和5年度

1,772 1,772 1,772

県支出金
886 886 886

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

17,720

20,110 千円 20,110 千円
246

受益者の考えている価値

2,658

地方債

事業費（A）
3,544 3,544 3,544

一般財源（a）
886 886 886

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.1 0.1 0.1 平均人件費

離島漁業再生支援交付金
定額
(１／２）

人件費（B） 870 870 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 4,414 4,414 4,414 総コスト 計

施策政策

県支出金 離島漁業再生支援交付金 離島漁業再生支援交付金交付要綱
定額
（１／４）

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 離島漁業再生支援交付金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課離島漁業再生支援交付金事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

集落漁業者の所得維持（千円） 357 357 357
活動
指標

受益者

漁業者及び市民

12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

離島漁業の再生・発展

13,242

19.7

8,700

10,632

2,658

5,316

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

所得の向上

256,488

1.9

8,700

251,703
(221,455)

15,626

(220,953)

236,077
(502)

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課カキ小屋整備事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

カキ小屋の常設棟数（棟） 9 9 23
活動
指標

受益者

漁業者

施策政策

県支出金

地方債

その他 糸島漁業協同組合負担金

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金
浜の活力再生交付金（水産業強化支
援事業）

浜の活力再生交付金（水産業強化支援事業） 50%

人件費（B） 435 2,610 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 4,085 234,135 18,268 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.05 0.3 0.2 平均人件費

事業費（A）
(3,650) (207,529) (10,276)

3,650 231,525 16,528

一般財源（a）
12,500 3,126

財
源
内
訳

国庫支出金
(502)

その他
(3,650) (207,027) (10,276)

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

417,687

622,626 千円 353,833 千円
246

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

3,650 219,025 13,402

県支出金

事業期間 平成30年度～令和７年度 会計種類 一般会計

総事業費 755,858 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　カキ養殖業は、糸島の重要なブランドのひとつとなっており、特にカキ小屋は
休漁が増加する冬場の水産業を支えている。その結果、カキ小屋での雇用の
創出と観光客の誘致、市全域の活性化にも大きく寄与していることから、カキ小
屋の衛生面や労働環境などの向上、また各法令において、より適正な運用を
図られるよう、糸島漁業協同組合が常設の施設へと転換を計画しており、その
事業に対して補助する。

事業主体 糸島漁業協同組合

実施方法 補助

事業内容

岐志漁港９棟、船越漁港８棟、加布里漁港２棟、福吉漁港４棟を常設化するた
め計画的に建築することに対し補助する。
市単費補助金は30,000千円。
　令和３年度　船越漁港（実施設計）
　令和４年度　船越漁港（建築工事）、加布里漁港（実施設計）
　令和５年度　加布里漁港（建築工事）
　令和６年度　福吉漁港（実施設計）

進捗状況
・

現状

【令和元年度実績】
　岐志漁港：９棟建設
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 1 . 農林水産業の活性化

【事業の内容】

【事業費】

漁業収入の増

3,592

24.2

8,700

2,722

2,722

合計

（単位：千円）

598.3万円 653.8万円

5,718ｔ 12,000ｔ木の駅「伊都山燦」の木材集荷量

589.0万円１経営体当りの水揚金額

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

536.5万円 575.6万円農業就業人口一人当たりの農業産出額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農林水産課産業振興部担当部課水産物ブランド化推進事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

地域おこし協力隊員受入数（人） 1 1 1
活動
指標

受益者

漁業者

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 3,592 総コスト 計

主な事業費内訳 隊員報酬、諸経費、補助金 ―

従事職員数(人) 0.1 平均人件費

事業費（A）
2,722

一般財源（a）
2,722

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

34,574

34,686 千円 34,686 千円
246

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 平成29年度～令和３年度 会計種類 一般会計

総事業費 34,574 千円
（うち市予算化分）

事業目的

総務省の地域おこし協力隊事業を活用し、水産業の発展と地域の活
性化につながるＰＲ活動や販路拡大、販売戦略の構築や魚しょく普及
活動を通じて、水産物の消費拡大と漁家所得の向上を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

平成29年度～令和２年度の協力隊員のうち、１名は令和元年９月より活動中断
（産休・育休）し、中断期間は活動再開後に適用されることから、令和３年７月ま
での任用となる。

＊取組自治体に対し、特別交付税により財政支援
進捗状況

・
現状

【令和元年度の活動】
・水産物のブランド化や販路拡大、情報
発信
・魚しょくの推進事業
・直売所の集客数と販売額の増加施策の
立案と調査
・隊員の起業に向けた準備活動
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 2 . 農林水産物のブランド強化

【事業の内容】

【事業費】

子どもたちが農業を体験する機
会の増大

3,410

76.5

8,700

800

400

400

合計

（単位：千円）

35棟

73.1% 74.7% 78%地産地消を意識し、糸島産の農林水産物を積極的に購入している市民の割合（市民満足度調査）

10棟糸島ブランド木材利用建物の建築棟数（累計）

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

62億円 63億円 65億円市内直売所の売上額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課糸島キッズファーム事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

催行回数（回） 10 12 12
活動
指標

受益者

農業者

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金 地域再生法 50%

人件費（B） 2,610 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 3,410 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 ―

従事職員数(人) 0.3 平均人件費

事業費（A）
800

一般財源（a）
400

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

6,000

6,000 千円 6,000 千円
326

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

400

県支出金

事業期間 令和元年度～令和3年度 会計種類 一般会計

総事業費 6,000 千円
（うち市予算化分）

事業目的

本市において、子どもたちを主たる対象とする農業体験等を通して、①
子どもたちの食の重要性に対する理解の深化、地域特有の食文化の
継承、農業を起点とする多世代交流の促進など　②本市への訪問客
の増加及び滞在時間の延長による地域経済の活性化を図る事業者に
対し補助を行うことにより、①②を促進させることを目的とする。

事業主体 農業体験事業者

実施方法 補助

事業内容

糸島市内で、上記事業目的に沿った農業体験を実施しようとする事業者を公募し、事業
費の一部を補助する（ソフト事業）。
また、事業に必要な施設及び備品等の整備費用の一部を補助する（ハード事業）。
【ソフト事業】
対象事業費；事業者が実施する事業費－参加費収入
補助率；①1年目⇒10/10②2年目⇒3/4③3年目⇒1/2（上限各年度500千円）
【ハード事業】
対象事業費；施設及び物品等の整備費用
補助率；対象事業費の3/4（上限　3年間合計で4,492千円）

進捗状況
・

現状

子どもたちを対象とする農業体験を実施してい
る事業者（観光事業者、民間事業者等）はある
が、採算性が悪いため、体験メニュー及び催
行回数が少ない。また、トイレや避難所等の施
設及び資機材等が不足しているため、規模拡
大が見込めない。
・確認できた実施団体等　　4団体
　年間開催数合計　　　　　24回
　採算性（1回あたり平均）　　　▲83千円
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 2 . 農林水産物のブランド強化

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和３年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 5,400 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　糸島産農林水産物の情報発信・販売拠点である直売所の機能向上
と活性化とともに、生産者の所得向上を図る。直売所ネットワーク会議
で直売所間の連携を進め、連携事業による売上の相乗効果を図る。

事業主体 農産物直売所

実施方法 補助

事業内容

①機能拡充事業　直売所の魅力増進又は販売促進に資すると認められる事
業（補助率1/2以内、上限30万円）
　集荷や施設等食材納入用の車両・保冷庫購入費用、施設の設置・改修、看
板設置、ＨＰ開設等の費用など
②イベント開催事業　単独又は複数の直売所が連携して、自主的に催しを開
催する事業（補助率1/2以内、上限10万円）
　イベント等の実施に伴う費用
　※複数直売所が連携可（10万円×連携数・上限50万円）

進捗状況
・

現状

直売所の売上・入込客数（市内18直売所
H30→R1）
売上：61.5億円→62.4億円
入込客数：278.3万人→280.7万人
農業者の高齢化等で直売所への出荷者
は減少にあるものの、売上、入込客数は
上昇傾向にある。

令和3年度 令和4年度 令和5年度

900 900 900

県支出金

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

5,400

5,700 千円 5,700 千円
326

受益者の考えている価値

地方債

事業費（A）
1,800 1,800 1,800

一般財源（a）
900 900 900

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

地域再生法 50%

人件費（B） 1,740 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 3,540 3,540 3,540 総コスト 計

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

62億円 63億円 65億円市内直売所の売上額

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課直売所活性化事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

補助件数（延べ）（件） 13 10 30
活動
指標

受益者

農産物直売所

74.7% 78%地産地消を意識し、糸島産の農林水産物を積極的に購入している市民の割合（市民満足度調査）

10棟糸島ブランド木材利用建物の建築棟数（累計）

販売額及び機能向上

10,620

49.2

8,700

5,400

2,700

2,700

合計

（単位：千円）

35棟

73.1%
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

1 .農林水産業の振興 3 . 担い手育成

【事業の内容】

【事業費】

所得向上

26,610

9.8

8,700

24,000

4,000

2,000

12,000

合計

（単位：千円）

54人

13人／年 12人 64人

24人 24人林業従事者数の維持

新規就農者数（農業）（累計）

10人／年新規就業者数（漁業）（累計）

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

372経営体 369経営体 362経営体認定農業者数（経営体数）の減少抑制　※R7推計値350経営体

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

農業振興課産業振興部担当部課環境保全型農業直接支払事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

取組み団体数（団体） 5 5 5
活動
指標

受益者

農業者

施策政策

県支出金
環境保全型農業直接支援対策交付
金

環境保全型農業直接支援対策交付金等交付要綱 25%

地方債

その他 ふるさと応援基金繰入金 糸島市ふるさと応援寄附条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金
環境保全型農業直接支援対策交付
金

環境保全型農業直接支援対策交付金 50%

人件費（B） 870 870 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 8,870 8,870 8,870 総コスト 計

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金 ―

従事職員数(人) 0.1 0.1 0.1 平均人件費

事業費（A）
8,000 8,000 8,000

一般財源（a）
2,000 2,000

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
2,000

6,000

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

40,000

40,000 千円 40,000 千円
326

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

4,000 4,000 4,000

県支出金
2,000 2,000 2,000

事業期間 令和２年度～令和６年度 会計種類 一般会計

総事業費 40,000 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　化学肥料･農薬の低減に加え、緑肥の作付、堆肥の施用などに取り
組む農業者で組織する団体への直接支援により、温暖化防止や生物
の生育環境保全の促進を図る。

事業主体 農業者団体

実施方法 補助

事業内容

下記のいずれにの取り組む団体に対し交付する。
　　①有機農業　　②堆肥施用　　③カバークロップ（緑肥）の作付
　　④リビングマルチ　　⑤草生栽培　　⑥不耕起播種
　　⑦長期中干し　　⑧秋耕　　⑨県特認（ＩＰＭ、省耕起など）

　・交付単価…800(⑦、⑧)～14,000(①)円/10ａ
　・負担割合…国1/2、県1/4、市1/4

進捗状況
・

現状

実施状況
・Ｈ26：20名、約49.4ha
（制度改正）
・H27：4団体(26名)、約54.3ha
・H28：4団体(26名)、約55.8ha
・H29：4団体(26名)、約55.9ha
・H30：4団体(23名)、約55.1ha
・R1　：5団体（26名)、約67.1ha
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

2 .地域経済の活性化 1 . 未来を担う企業の創出と育成

【事業の内容】

【事業費】

事業期間 令和元年度～令和3年度 会計種類 一般会計

総事業費 30,000 千円
（うち市予算化分）

事業目的

経営革新へのチャレンジ意欲がある中小企業者に補助することで、経
営力向上を図るとともに、市内農林水産物の活用促進による市内経済
の好循環を図る。

事業主体 商工業者

実施方法 補助

事業内容

・事業区分　新商品開発・新サービス提供
・経営革新計画の有無で、補助率や補助限度額に差をつけ、経営革新計画承
認事業者数を増やす。
・農商工連携枠及びは上限額を1.5倍に引上げ（引上げ分はソフト事業に用途
制限）
※有⇒補助率2/3、40万限度額（農商工連携枠：60万）
　 無⇒補助率1/3、10万限度額（農商工連携枠：15万）

進捗状況
・

現状

●令和元年度実績
がんばる申請件数：33件
※経営革新有：24件、無：9件
　交付額：9,844千円
※経営革新計画承認件数：19件
農商工連携事業：4件
　交付額：1,673千円

令和3年度 令和4年度 令和5年度

5,000

県支出金

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

30,000

30,000 千円 30,000 千円
217

受益者の考えている価値

地方債

事業費（A）
10,000

一般財源（a）
5,000

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

主な事業費内訳 補助金 ―

従事職員数(人) 0.7 平均人件費

地域再生法 50%

人件費（B） 6,090 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 16,090 総コスト 計

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

44件
（H30実績）

50件 72件創業件数（商工会支援件数）

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

商工観光課産業振興部担当部課経営革新事業者補助事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

経営革新計画承認数 19件 25件 30件
活動
指標

受益者

中小企業者

53件 47件空き店舗の数（中心市街地）

事業革新による 経営力向上

16,090

37.8

8,700

10,000

5,000

5,000

合計

（単位：千円）

54件
（H30実績）
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

2 .地域経済の活性化 2 . 域内経済循環の推進

【事業の内容】

【事業費】

マーケティング手法を活用して
商品開発、販路開拓を行う

28,110

9.3

8,700

25,500

9,600

15,900

合計

（単位：千円）

46%

2,287億円
（H29)

2,400億円市内総生産額

40.0%
地産地消を意識し、糸島産の農林水産物を積極的に購入している市民の割合（市民満足度調査・「ややそう
思う」除く）

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

4.19億円
（H30)

4.25億円法人市民税調決算

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

ブランド・学研都市
推進課

企画部担当部課マーケティング推進事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

マーケティングによる商品開発数
(件)

5 20 50
活動
指標

受益者

市民

施策政策

県支出金

地方債

その他 定住・ブランド基金繰入金 糸島市定住・ブランド基金条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 1,740 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 17,640 10,470 総コスト 計

主な事業費内訳 負担金、報酬 負担金、報酬 ―

従事職員数(人) 0.2 0.1 平均人件費

事業費（A）
15,900 9,600

一般財源（a）
9,600

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
15,900

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

49,867

48,600 千円 48,600 千円
712

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 令和２年度 ～令和４年度 会計種類 一般会計

総事業費 49,867 千円
（うち市予算化分）

事業目的

市内事業者等が、高まった糸島認知をビジネスチャンスとして生かす
基盤を強化するため、マーケティング手法の実践モデルを展開する。 事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

　マーケティングに基づく商品開発や流通、広告・宣伝などのノウハウを市内の
事業者に拡大する。
 これらのノウハウを市内事業者に習得してもらうとともに、モノづくりのまちとして
の糸島ブランドを新たに作り上げることにより、市内の中小事業者の販路拡大
を目指す。

進捗状況
・

現状

 平成28年度からマーケティングモデル
推進事業として、３商品を開発してきた結
果、マーケティングに基づく商品開発が
売上増加に結びついている。 移出や域
内経済循環の促進へ結び付けるために
は、水平展開が必要。
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

3 .観光の成長産業化 1 . 地域資源を生かした観光の振興

【事業の内容】

【事業費】

糸島市を知る、訪れる、楽しむ

28,809

9.1

8,700

26,199

21,833

4,366

合計

（単位：千円）

13.1万人 16.7万人

6.8万人
（H30推計）

7万人 7.7万人

145.8億円
（H30推計）

151.0憶円 171.6億円旅行消費額

外国人観光客入込客数

12.2万人
（H30推計）

宿泊観光者数

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

682.7万人
（H30推計）

701.1万人 774.7万人観光入込客数

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

商工観光課産業振興部担当部課観光案内・情報発信業務委託事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

観光案内窓口における来場者対応
数（人）

36,849 38,700 42,600
活動
指標

受益者

糸島市を訪れる観光
客

施策政策

県支出金

地方債

その他

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金 地域再生計画 50%

人件費（B） 870 870 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 9,603 9,603 9,603 総コスト 計

主な事業費内訳 委託料 委託料 委託料 ―

従事職員数(人) 0.1 0.1 0.1 平均人件費

事業費（A）
8,733 8,733 8,733

一般財源（a）
4,367 8,733 8,733

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

26,199

26,199 千円 26,199 千円
317

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

4,366

県支出金

事業期間 令和３年度～令和５年度 会計種類 一般会計

総事業費 26,199 千円
（うち市予算化分）

事業目的

観光情報の収集・発信・窓口案内・メディア対応等を一元的に行うこと
で、最新の観光情報を効果的に発信し、観光誘客の強化、観光客の
周遊促進、観光満足度向上を目指す。

事業主体 糸島市

実施方法 全面委託

事業内容

ｲﾍﾞﾝﾄや行事の取材及び撮影、ホームページやＳＮＳでの情報発信、雑誌や
マスコミへの情報提供、窓口等での観光案内、電話・メールの問い合わせ対
応、観光パンフレットの発送、観光ボランティアガイドの斡旋など、『観光情報の
収集、発信、現地案内』までを一元的かつ包括的に業務委託する。
委託先は、これまでも上記業務を一部実施しており、ＪＲ筑前前原駅に事務所
を有して案内所の立地条件にも優れる（一社）糸島市観光協会とする

進捗状況
・

現状

・平成31年度から糸島市観光協会に業
務委託開始。
・窓口での観光案内21,049件（来訪者
36,849人、内外国人4,977人）
・電話での問い合わせ対応8,731件
・観光パンフレット送付289件
・メディアからの問い合わせ対応143件
・観光ボランティアガイド斡旋７件
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

3 .観光の成長産業化 1 . 地域資源を生かした観光の振興

【事業の内容】

【事業費】

糸島ブランドの推進、地域経済
活性化、定住化促進

13,480

25.8

8,700

10,000

2,800

3,600

3,600

合計

（単位：千円）

16.7万人

6.8万人
（H30.1～12）

7.7万人

145.8億円 171.6億円旅行消費額

外国人観光客入込客数

12.2万人
（H30.1～12）

宿泊観光者数

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

682.7万人
（H30.1～12）

774.7万人観光入込客数

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

ブランド・学研都市
推進課

企画部担当部課いとしまブランド推進事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

プロモーションに関する営業活動
（回）

70 70 70
活動
指標

受益者

市民

施策政策

県支出金

地方債

その他 定住・ブランド基金繰入金 糸島市定住・ブランド基金条例

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金 地域再生計画 50%

人件費（B） 1,740 1,740 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 8,940 4,540 総コスト 計

主な事業費内訳 委託費 委託費 ―

従事職員数(人) 0.2 0.2 平均人件費

事業費（A）
7,200 2,800

一般財源（a）
2,800

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
3,600

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

12,800

8,400 千円 8,400 千円
712

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

3,600

県支出金

事業期間 令和２年度 ～令和４年度 会計種類 一般会計

総事業費 12,800 千円
（うち市予算化分）

事業目的

観光入込客数や交流人口、定住希望者の拡大のため、雑誌・テレビ
等の取材を誘導し、全国での糸島市の認知度の向上とブランド糸島の
確立を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 全面委託

事業内容

①パブリシティに重点を置き、首都圏、関西圏、福岡都市圏を中心に糸島の観
光や暮らしなどの情報をターゲットに適した媒体で効果的に発信する。
②様々な連携先と協力しながら、糸島の認知度を上げるとともにブランドイメー
ジの向上を図り、販路拡大や移住に繋げる。 進捗状況

・
現状

　九州はもとより、首都圏、関西において
も自主取材による掲載や放送が行われ
ている。この動きを継続させるためにも、
有料広告等による誘因が一定程度必
要。
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基本目標 5 . ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

3 .観光の成長産業化 1 . 地域資源を生かした観光の振興

【事業の内容】

【事業費】

市内観光消費額の増加

6,287

13.8

8,700

5,417

5,417

合計

（単位：千円）

13.1万人 16.7万人

6.8万人
（H30推計）

7万人 7.7万人

145.8億円
（H30推計）

151.0憶円 171.6億円旅行消費額

外国人観光客入込客数

12.2万人
（H30推計）

宿泊観光者数

基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

682.7万人
（H30推計）

701.1万人 774.7万人観光入込客数

施策に関する目標達成指標（目標値は当該事業及び関連事業実施によるもの）

商工観光課産業振興部担当部課地域おこし協力隊（観光）事業事業名

昨年度の実施計画に
計上した総事業費

現状値 当該年度目標値 最終目標値

地域おこし協力隊員受け入れ人数
（人）

1 1 1
活動
指標

受益者

事業者

施策政策

県支出金

地方債

その他
定住・ブランド基金繰入金
雑入

糸島市定住・ブランド基金条例
観光業の推進に係る糸島市地域おこし協力隊の任用及び報酬等に関

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率
交付税措置率等

国庫支出金

人件費（B） 870 人件費割合
(%)

総コスト（A＋B） 6,287 総コスト 計

主な事業費内訳
報酬
その他経費

―

従事職員数(人) 0.1 平均人件費

事業費（A）
5,417

一般財源（a）

財
源
内
訳

国庫支出金

その他
5,417

地方債

求められる成果（単位）

千円

予算科目

款 項 目

14,262

12,612 千円 12,612 千円
317

受益者の考えている価値

令和3年度 令和4年度 令和5年度

県支出金

事業期間 平成30年度～令和３年度 会計種類 一般会計

総事業費 14,262 千円
（うち市予算化分）

事業目的

　糸島市や地域住民、糸島市観光協会、観光関係事業所、関係団体
等と連携しながら、DMO事業の運営支援、外国人観光客の増加につ
ながる活動などを通じて、本市観光の振興に取り組む地域おこし協力
隊を導入する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

　地域おこし協力隊員は、以下の業務に取り組む。
１．糸島市観光協会を訪れる観光客（日本人及び外国人）に対する観光案内
２．SNSを活用した国内外の観光客に対する観光情報の発信
３．周遊観光パンフレット等の企画・作成
４．市内観光事業者と連携した新たな体験型観光の企画
５．その他観光振興に関する業務

進捗状況
・

現状

・平成31年3月１日に1人が着任(最大、令
和4年2月まで)
・平成31年度活動実績
　ＳＮＳによる情報発信179回
　東アジア諸国への情報発信7回
　体験型観光事業の企画等7回
　マスメディアでの情報発信6回
　観光パンフレット作成3,500部
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